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1. はじめに 
著作権情報センターが2004年6～7月に全国の国公
私立の小中学校など約 4，000校を対象に実施し，約 1，
800 校から回答を得たアンケート調査によると，過去
3年間に著作権に関する授業を行った学校は全体で59．
4%，中学校と高校では 70%を超えているという結果
が出ている 1）．一方で，山形市教育研究所の平成 14
年度の調査報告によると，著作権に関係がある設問に

対し，著作権に関する指導がなされているのにも関わ

らず，中学生の認識度は低い結果となっていた２）．中

学校では，著作権の授業を行っているものの，中学生

の認知度は低いと言える．インターネット上には著作

権に関連した情報が多数公開されており，それをうま

く整理して提供することで，中学校での著作権教育が

よりよいものになるのではないかと考えた． 
そこで本研究では，中学校における著作権学習教材

を取り扱ったポータルサイトを開発することとした． 
 
2. 中学校の著作権教育の範囲 
「中学校学習指導要領（平成 10年 12月） 解説-技
術・家庭編-」によると，「B 情報とコンピュータ」の
領域において，著作権関連の項目は次のように記載さ

れている３）．「(1)生活や産業の中で情報手段の果たし
ている役割」には「イ 情報化が社会や生活に及ぼす影
響を知り，情報モラルの必要性について考えること」，

内容の取り扱いには「インターネット等の例を通して，

個人情報や著作権の保護及び発信した情報に対する責

任について扱うこと」「考案・創作などの創作物の著作

権等については，創作者の承諾なしに第三者が勝手に

その創作物を使用できないこと，著作者の権利の保護

を図る観点から，プログラムや写真・絵画などの著作

物について，その取り扱いに注意することを指導する

こと」と記載されている．また，「(4)情報ネットワー
ク」の解説部分には，「情報発信をする場合には情報の

扱い方や著作権及びプライバシーの保護等に十分配慮

する必要がある」とある．さらに「(5)コンピュータの
利用」の解説部分には，「作品の制作に使用する素材の

著作権等に注意する必要がある」「インターネットなど

を利用して発信する場合，個人情報の取り扱いや著作

権の有無について注意を払い，その指導を確実に行い

活用法について理解させる必要がある」としている． 

3． 著作権学習教材の調査と分析 
中学校用の著作権教材を調査するため，検索エンジ

ン（Google）に「中学校」「著作権」「教材」という３
つのキーワードで AND 検索した．その結果として発
見した著作権教材を表 1に示す．教材それぞれについ
て，教材の内容と長所・短所をまとめた．これら教材

の内容としてはクイズ形式で学べるもの，パソコン上

で操作するもの，教員研修を目的としたものなどであ

った． 
 

表 1 検索された教材一覧 
・ネット社会の歩き方（CEC） 

http://www.cec.or.jp/net-walk/ 
・中学生著作権教育用ソフトウェア（文化庁） 

http://www.bunka.go.jp/1tyosaku/kyouiku/tyuusoft/ 
・コピーライトワールド（CRIC） 

http://www.kidscric.com/ 
・情報モラル研修教材（JAPET） 

http://www.japet.jp/moral/ 
・インターネットと著作権（岐阜県総合教育センター）

http://gakuen.gifu-net.ed.jp/~contents/tyo/newpage1.htm 
・中学校 技術・家庭 情報とコンピュータ（東京書籍）

http://ten.tokyo-shoseki.co.jp/kyozai2004/shochu/59560.h
tm 
・やさしいネチケット（東京書籍） 

http://ten.tokyo-shoseki.co.jp/kyozai2004/shochu/58101.h
tm 
・情報モラル学習教材（岩手県立総合教育センター） 

http://www1.iwate-ed.jp/kakusitu/joho/material/moral/ 
・著作権を考えよう（福岡県教育センター） 

http://www.educ.pref.fukuoka.lg.jp/ 
・画像合成教材"バーチャル世界旅行"（静岡県立御殿
場高等学校・渡森 和彦氏等） 
http://www.nichibun-g.co.jp/joho/it-edu/019/i190609.htm 

 
発見したそれぞれの教材の内容を分析し，教材内に

あった事例について「著作物配布の有無」「著作物の改

変禁止」など計 13 項目に分類した．それらの項目を
中学校技術家庭科の指導要領の著作権部分を照らし合

わせた結果を表２に示す．各教材には，事例が多く提

示されており，例えば，「1（イ）著作者の保護」にお
ける教材内容の「著作物の無断配布」の具体的事例と

しては，「他人の書いた文章を配ること」や「自分や家

族の範囲外での著作物の配布について」を学習するこ

とができる
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表 2 中学校学習指導要領と教材内容の対応 
学習指導要領 教材内容 

著作物の無断配布（2） 
著作物の改変禁止（3） 
著作権の説明（18） 
著作者の保護（19） 
個人的利用（9） 
著作者の権利（7） 
著作物の無断コピーの禁止（2） 
著作隣接権（4） 
著作権侵害について（3） 
肖像権について（2） 

1（イ） 
著作者の保護 

知的財産権について（1） 
4（イ）情報発信 授業・学校行事利用（24） 
5（イ）ソフトウェ
アを選択して，表

現・発信ができる 

ホームページへの掲載・発信

（11） 

※括弧内の数字は対応する具体的事例の数を指す． 
 
4．ポータルサイトの設計・開発 
本サイトの目的は，中学生または教員が，著作権を

学習する教材や著作権学習に関連のある情報などを

Web 上から効率良く参照できることとした（図１）．
ユーザは教員と生徒の両方を対象とした． 
サイトで提供している機能の中心は，著作権教材検

索機能である．著作権教材の分析結果（表２）に基づ

き，ユーザに対して学習指導要領の分野や教材の内容，

具体的事例を選択することで，それに適した著作権教

材を提示するようにした．例えば，著作権者の保護と

著作隣接権の中で特に他人の絵を書き換えるという事

例について学びたい場合に，複数項目を選択すること

で，その内容を含んだ教材が 1つないしは複数提示さ
れる．提示される際には，著作権教材の内容紹介が表

示され，教材を直接参照しなくても，教材を選択でき

るようにした．これにより，授業で教材を利用したい

教師や，自学自習したい生徒が本サイトを利用するこ

とで，適切な著作権教材を見つけることができる． 
また，複数の著作権学習教材を扱ったポータルサイ

ト（著作権のポータルサイトではない）におけるリン

ク先を整理・分類し，本サイトのリンク集を作成した．

著作権学習教材関連情報として，大カテゴリを著作

権・著作権関連ニュース・リンクとし，小カテゴリを

著作権－関係団体・著作権を学ぶ・著作権表示の例，

リンク－教科書会社・学習指導要領・指導方法・評価

方法・用語辞典・学会・協会など・他ポータルサイト・

教員作成サイト・機関と分類し，提供した． 
 

4. 評価 
 著作権教材検索機能のうち，学習指導要領の「著作

権保護」の「著作物の無断配布」「著作物の改変禁止」

部分，及びポータルサイトで提供している他の機能の

一部を開発したプロトタイプについて，動作確認を行

った．その後，著作権にある程度詳しく教師に近いと

思われる高校教科「情報」の免許取得を目指している

大学生２名に対して１対１の形成的評価を実施した．

評価の中心はユーザビリティ評価であり，作業手順書

を準備

成

るを行の


